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疾患概念の劇的な変化という観

点からすれば，「腰痛」は代表的

な一つに挙げられるであろう．と

同時に，医療の評価基準も，近

年，革命的といえるほど変わって

しまった．

捉え方の変化の代表的な点とし

て，まず，急性腰痛の単なる遷延

化が慢性腰痛ではないということ

が明らかになった．そして，関与

因子として心理・社会的因子が，

われわれが従来認識していた以上

に早期から深く関与していること

もわかってきた．次に，非特異的

腰痛はできるだけ医療の対象化に

しないことの重要性への認識，す

なわち自己管理の推奨である．最

後に，患者自身が治療の選択，実

施の遂行に積極的に参加すること

が治療成績や満足度を考えるうえ

でも大切である点がわかってきた

ことである．

一方，治療成績評価基準の変化

に目を転ずれば，まず，「医師側

からのみの評価」から「患者の視

点の導入」の転換が挙げられる．

つまり，患者のQOLや満足度の

重視である．そして，患者の価値

観の尊重である．これにより，同

じ病態でも個人により治療の選択

肢は異なってくる．治療方針の選

択を医師と患者が分担することに

より「共闘」という信頼関係が成

立する．次に，医療提供側と患者

との信頼関係の存在が治療成績や

満足度に好影響を与えるという事

実 が 立 証 さ れ た．EBM(evi-

dence-based medicine)が明らか

にしたものは，皮肉にも，NBM
(narrative-based medicine)の重

要性なのである．最後に，良いか

悪いかは別にして，「信頼の医療」

から「契約の医療」への移行があ

る．ここでは，医療提供側から患

者への教育・指導，あるいは啓発

活動は欠かせない．残念ながら，

最新の文献では，医療提供側が提

供している説明文書のほとんど

は，一般の人は理解が困難である

という報告がされている．

このような時代背景から本書を

ひもといてみる．

まず，本書は1986年に第1版

が発刊されている．以来，版を重

ね，本書は第5版である．その

間，四半世紀，本書は腰痛の研究

の進展とともに歩んできたといえ

る．最新版である本書は，質，量

ともに充実した内容と構成を有し

ている．この第5版の特徴は，最

先端の研究成果と自分の経験を統

合した著者の集大成の著書である

といえる．すなわち，EBMとい

うscienceと著者のNBMという

artの統合である．

第二に，最近重視されつつある

self-medicationの概念が盛り込

まれていることが特徴的である．

つまり，「受け身の医療」から，

患者も参加する「攻めの医療」の

導入である．

第三に，わが国の医療体制や医

療保険の実態を踏まえて，わが国

における腰痛のプライマリケアの

在り方を提唱している点がある．

本書は，専門書としても十分通

用する．豊富で明快な図は，

Macnabの名著『腰痛』のそれを

ほうふつとさせる．平易な文章

は，腰痛に悩んでいる一般の人で

も十分理解可能である．この内

容，量でこの値段は安い．一般の

人のみならず医療従事者にもお薦

めである．
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